
　２０１７年９月度ハイキング（JAXA・筑波山神社）の報告

主な行程

7:00 　熊谷駅南口出発
７：４５ 　圏央道　菖蒲PAでまず休憩

7：45-8：00 　菖蒲PA　🚻休憩
　　圏央道

8:45  つくば中央ＩＣ

9：15-11：00 　筑波宇宙センター

11:45 　筑波山神社第３P

12：00-12：15 　筑波山神社

12：45-14：20 　つくばの湯
　　圏央道

15：30-16：00 　道の駅「ごか」
　　圏央道

16：15-16：25 　菖蒲PA　🚻休憩

16:40 　桶川　　IC

17:30 　熊谷駅南口

　　HⅡロケット本体（全長５０ｍ、直径４ｍ）とブースター
遠目には大きさを感じませんでしたが、近くに人が
近づくと、その大きさを実感できました。

９：３０の開館までHⅡロケット
本体の前で説明パネルを読む
メンバー

　　　２０１７年９月１日（金）前日の予報では雨との事で、急遽、筑波山ハイキングから筑波宇宙センター見学、筑波山
　神社参拝、つくばの湯のコースに変更して実施しました。今回は２１名の参加者での開催となりました。



HⅡロケット前で、「宇宙へ飛び立つ」？前の一行

月面探査衛星「かぐや」が撮った写真から作成された
「月面儀」

10時からの説明を待つ間、
「スペースドーム」内を各自で予習に励む!?

歴代の日本製ロケットの1/20モデル

1955年
糸川博士が
飛ばした
ペンシルロケット

　　　　左から　 N１、N２、  HⅠ、　HⅡ、　ＨⅡＡ、　ＨⅡＢ、　ＨⅢ、イプシロンの1/20モデル



宇宙服に着替えた仲間たち

ＮＡＳＡのＩ宇宙飛行士 !? ＪＡＸＡの Ｎ 宇宙飛行士 !?

　　ＪＡＸＡの Ｓ 宇宙飛行士 !?

ＪＡＸＡの Ｓ 宇宙飛行士 !? 宇宙服は重さ120kgで約８時間 ＮＡＳＡの Ｎ 宇宙飛行士 !?
宇宙空間で活動可能

１０：００ 　　説明員の方から説明を聞きながら
　　　ツアーが始まりました。

宇宙ステーション補給機　「こうのとり」

金色のシートは「サーマルブランケット」と呼ばれ、薄い
樹脂（厚さ10～20μm）にアルミを蒸着させたものを
10枚から20枚重ね、その間に断熱効果を持つ「ダクロン」
という紙の様なものを挟み糸で縫い上げたもの。
+100℃以上から-100℃以下の変化を0℃～40℃以内
に抑えて内部の機器を保護する断熱シートを本体にマジックテープで固定してあるというのは驚きでした。
（センサーの取付、取り外しをし易くするためとの事）



「きぼう」の実物大模型

１１：００ 　筑波宇宙センターを後にし、筑波山神社へ向かう。
バスの車窓から見た筑波山は皮肉にも青空にくっきり！

駐車場より筑波山神社へ向かう近道

筑波山神社本殿

宇宙ステーションの日本実験棟



本殿脇には
樹齢約800年の
杉の木も

１２：４５ 　「つくばの湯」にてお風呂と食事をとり休憩

お風呂に入った方は湯上りの一杯！

筑波神社本殿前にて参拝記念写真



１４：２０ 　「つくばの湯」を後にし、帰途に・・・途中「道の駅ごか」へ立ち寄る。

１７：３０ 予定より30分ほど早く、熊谷帰着。
この頃少し雨が・・・・

　今回のハイキングは前日の気象予報に惑わされ(?)、前日のうちに事前に用意した「雨天用コース」に変更を致しました。
　ところが当日になると、晴れ女、晴れ男の人の力が勝ったためか、よい天気になってしまいました。
　しかしながら、当日には変更出来ないないため、予定通りの宇宙センター、筑波山神社、温泉コースとなりました。

　最初の筑波宇宙センターでは難しい説明もあったかと思いますが、日頃お世話になっている放送、通信、カーナビなどの
衛星から、惑星探査や宇宙空間での実験など幅広い分野での研究につながっていることが理解できたのではないかと
思います。

　筑波山神社の参拝の後、「つくばの湯」での入浴と食事、それぞれが楽しめたかと思います。
　参加して頂いた皆さま、お疲れさまでした。

　次回　10月６日は日和田山ハイキング（美工担当）です。皆さまのご参加をお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記：　加藤


